
第２４回職員研究交流集会IN京都
ニュース ２号

京ことば
京ことばの特徴には、

「～はる」などの、敬意をあらわす語尾がつきます。例えば、だ
れだれさんが「来はる（きはる）」、だれだれさんが「しはる＝や
る」など。
また、京都の街は碁盤の目とも言われ、京都の通りを基準に、
北に行くことを「上がる」、南に行くことを「下がる」と言います。
それに、名詞の頭に「お」をつけ、後ろに「さん」をつけて上品
さをあらわしたりします。「○○さん、お芋さんですよ、どうぞ」

≪使用例≫
藤田(京都集会事務局長）
・なあなあ、代表幹事の西岡さんは京都集会に来はるやろか？なんか聞いて
る？

私（介山）
・西岡さんやろ？毎年来はるし、京都にも来はるよ絶対。

藤田（京都集会事務局長）
・ほな、集会のどこかで挨拶とかしてくれはるやんね？

私（介山）
・うん、挨拶してくれはる思うし、頼んどくわ！

藤田（京都集会事務局長）
・ほな、お礼にお芋さん用意しとくわ！

私（介山）
・そやな、あそこ有名やん、あのあそこの通り上がったところにある店

藤田（京都集会事務局長）
・どこなん、それ

みなさんも、京都に来て、
京ことばを覚えて帰りましょう！！



京都タワーって？？

・タワーができる前、その場所には京都中央郵便局があったそうです。現在、この京
都中央郵便局は京都駅の北西にあります。

・1953年（S28）に、京都中央郵便局の移転が決まり、産業・文化・観光の一大セ
ンターを確立するために「株式会社京都産業観光センター」が設立され、1964年
東京五輪が開催された年の12月25日にタワービルが全館竣工し、12月28日にタ
ワー展望台が開業したそうです。

・2024年に「ニデック京都タワー」に名称を変更しました。

≪高さ≫
地上131m スカイツリーは634m…

京都タワーのホームページには、その日のライトアップカラーが掲示されます。

啓発活動時のライトアップは（啓発活動時のカラーです）

ちなみに、毎月１６日は 「DO YOU KYOTO？ デー」として、塔内照明をラ
イトダウンします。
DO YOU KYOTO？ とは 環境に良いことをする日 として京都市全域で、
「ノーマイカーデー」「ライトダウンなどを実施しています。

みなさん、京都集会当日は何色が良いと思いますか？



記念講演Ⅰ 12/13㈰

『 (仮) 介護保険制度とはなにか
～ 高齢者福祉の歴史の中でひも解く～ 』

講師： 志藤 修史 氏
大谷大学社会学部教授
京都聴覚言語障害者福祉協会理事長

Profile
現職 大谷大学社会学部教授

1964年2月生まれ
□専門は地域福祉とボランティア論など
□龍谷大学文学研究博士前期課程修了
□1991年より京都社会福祉協議会にて勤務、
小地域福祉活動、ボランティア活動支援に
携わる、2005年3月に退職

□2005年4月より大谷大学に勤務。
□調査を通じた生活問題と地域福祉が研究領
域。自治体の地域福祉計画や再犯防止計画、
介護保険計画、自治会計画などの策定の他、
社会福祉協議会の地域福祉活動計画など。

□現在、京都聴覚言語障害者福祉協会理事長、
他、複数の社会福祉法人などで監事も務め
る。

講演の概要
高度経済成長期に働きかた、生活の仕方は大きく変化しました。その結果、高齢

期の生活の不安定が進みました。一方、年金や医療を含めた総合化が進む中、憲法
の理念を実現するべく老人福祉法が制定されます。その理念は高齢者の医療費の無
料化の実現や高齢者自身の意識の高揚などの動きに結びつきました。しかし、経済
成長の終焉、新自由主義の導入の中、サービスの提供のあり方と結びつけられた財
政の見直しにより、家族・在宅路線が強化されます。その結果、年金、医療の見直
しを皮切りに、暮らしを支える最後の砦である社会福祉制度の変更が進められ、つ
いには「措置」から「契約」へと大きな転換がなされ介護保険導入に至りました。
しかし、憲法や老人福祉法の基本理念は変化したわけではありません。また、介護
の現場における実践の深化や拡大は、介護をめぐる新たな課題を明らかにし、対策
をせまってきました。このような現場実践のもつ真価を中心に、介護保険の基本問
題と実践の課題について一緒に考えたいと思います。

皆さんへのメッセージ
・制度は現場の皆さんの実践を支える基本的な「骨組み」です。でも実際の実践
は骨組みだけでは動きません。まさしく現場の労働そのものが「肉」であり重要
です。加えて、よりよい老後の暮らしとそれを取り巻く社会の環境の改善に働き
かける社会的実践である「血」がなければ、骨組みも強化されず、肉も動きませ
ん。これら三つが健全に働きあえるよう、皆さんの声と力を繋ぎ合わさるような
交流ができることを願っています。



現在の参加申込者数

３１名（１道２府６県・９法人）

２演題 ＋ エントリー未だが参加申込にて６演題

現在の演題エントリー数

福祉・介護業界全体で人員不足ではありますが、新
幹線沿線でもある京都駅付近で開催する職員研究
交流集会です。多くの方に参加してもらいたいとい
う一心で企画検討を重ねています。「１日でも」ぜひ
とも参加の検討をいただきますようお願い申し上げ
ます。

せっかく参加されるなら、日ごろの現場実践を言葉
にしてみませんか。老福連の職員研究交流集会の分
科会では、発表をもとに集まった参加者が意見交換
します。必ず、深まります！！！演題エントリーをお
願いします。

9月5日

9月5日

１４の分科会（分散会） × ４演題以上

・めざす 演題発表数

・めざす 参加者数
２４０人以上

まだはじまったばかり…



http://www.mwt-mice.com/events/shokuinkensyu-kyoto24

参加申込の方法

開催要綱に記載している名鉄観光サービスのページ（11㌻）
にあるURLもしくはQRコードにて、名鉄観光サービスの
申込専用サイトにてお申込みができます
（以下にもURLを載せます）。

このような申込サイトから申込ができます

参加申込期間 8月3日～10月30日

たくさんの方がお越しになるのを
心よりお待ち申し上げます
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